
小説 「総理大臣官邸のある日」 

М 

 

2020年 7月 X日 首相官邸にて 

首相と補佐官（A, B と C）が朝の打ち合わせをしています。そこでの会話。 

 

首相（PM）： 

Aちゃん、例の薬の手当はどうなった？  

レムデシベルは何人分手当がついた？ 

それから、イギリスが開発中のワクチンに、日本がいくら出せば先行取得できることになっ

たんだい？ 

 

アビガンは、マスコミにはああ言ったものの、どーもあまり効かないようだな。 

ワクチンも思ったより、日本での開発は手こずっているようだね。 

 

A補佐官： 

そうですね、結構難しいですね、でもご安心ください。 

レムデシベルは、少なくとも5000人分は確保出来ました。 

 

ワクチンについても、アメリカの開発中のものにすでに話をして開発費負担も約束している

ので、1万人分ぐらいは確保できると思います。 

イギリスにも少なくとも1万人分ぐらいは、最優先で回してもらえることになりました。

ただ国民全体に行き渡るのは、やっぱり国産で開発するしかないですね。 

あと2年はかかるでしょう。 

 

厚生省はこの辺は慎重なんですよ。過去の薬事事故に懲りているんです。 

サリドマイドから始まって、輸血製剤や肝炎のこともあったし、いろいろありましたからね。 

 

PM： 

そうか、でも、我々はまず大丈夫だな。 

ワクチンは自民党の重鎮にも配って、そうだ、あの病院にも持って行けるな。 

なにせ、医者・看護師が倒れたら何も出来なくなるから。 

虎ノ門にあるあの病院は最優先だな。 

 

僕の地元にも少し回せるね。今年は桜に呼べなかったし、来年も呼べないからな。 

それに、地元のあの親父に、こんな時恩を売っておくと、あとあとなにかと役に立つし。 

そうだ、少しは野党にも分けてやるか。 

それと、J新聞の Tちゃんにも分けてあげるか、時々良いこと書いてくれるからね。 



 

B 補佐官： 

首相、コロナ感染者が急に増えてきています。 

5月の時のように、緊急事態宣言を出して、外出を控えるようにしたらどうでしょう。 

前回、北大のN先生が提案した、 

外出80％減の政策は、80％は達成できなかったけど、結構効きました。 

またあれをやったほうが良いのかもしれません。 

 

PM： 

でもあの時、Bちゃんも言っていたけど、 

あの先生は80％でなきゃだめだと言っていたけど根拠なかったよな。 

僕が70～80％と少し値切ったら、そんなこと言ってませんとか言っちゃって。 

 

それにあの時、経済はまったく止まってしまっただろ。もうやりたくないな。 

この状況はね、経済と命をはかりにかけるということなんだね。 

 

現役の人たちにはコロナに罹っても軽く済み、死亡率も低いよね、1％行かないだろう。 

反対に、大部分の年寄りは年金を貰って生活していて、年金は減額していないだろう。 

まあ死亡率は結構高いけどね。 

それにお亡くなりになったら、年金の支払いが減るじゃない、ね。 

 

僕たちも結構年取っているが、取り敢えず、さっき、Aちゃんが言ったように、 

レムデシブルはあるし、ワクチンも一番で手に入るのだろう、取り敢えずは安心だし。 

 

C補佐官： 

全く同感です。 

なんといっても経済が優先ですよ。 

アメリカでは、boomer remover という言葉があるらしいですよ。 

コロナウイルスは、役立たずでコストがかかる老人を取り除いてくれる、福の神みたいなも

のだと・・・。 

 

PM： 

なるほどね、言い得て妙だね、韻を踏んでいて、口にもしやすい。 

でもこれは、表では口に出せないね。 

マスコミに叩かれ、あの山陰出身の I議員や野党から指弾を受けるね。 

選挙にも響くし。 

ここだけの話にしておいてくれよ。 

 

でも、都知事が、いろいろ言ってくるだろな。 



まあ、適当に返事しておいて、無視すればいいか。 

西村ちゃんがうまくさばいてくれるかな。 

 

PM： 

でも、あのマスクは参ったな、失敗だったかな？ 

 

C補佐官： 

いや総理、あれはあの時、結構役だちましたよ。 

現に助かったという意見も、うちの省の人間からも聞いていますよ。 

 

PM： 

そうか、そうだろうな、でもあれ君のアイディアだったな。 

そういえば、10万円はどうだった。何か、聞かないか？ 

 

A補佐官： 

まだ消費には回ってきていないようですね。 

みんな、不安だからためているんでしょうね。 

買うものもあまりないし、旅行に使うと言っても、まだ怖くて腰が引けていますね。 

GO TO も急に感染者が増えてきて苦戦しているようですね。 

 

PM： 

10万はせっかく30万で、岸田ちゃんと合意したのに、 

公明党に言われて、また、うちからも反対されて、麻生ちゃんには悪い事をしたな。 

 

でもさ、結局は将来、税金で若者から取り返すことになる、悪いな。 

ずいぶん僕は借金をしたなー、大借金王だよ。いろんなことが起きたな。 

 

これで大きな地震が東京に来たら、どうしようもないけど、こればかりは分からないな。 

でも俺がやめてからにしてほしいな。 

 

じゃ、今朝のミーテイングはこれぐらいにして、菅ちゃんを入れて、閣議の事前打ち合わせ

をしようか。 

Aちゃん、菅ちゃんを呼んでくれないか。 
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